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教科名 家庭科 科目名 家庭総合 単位数 ２単位

学年 第３学年 男子 ６名 女子 ９名 計 １５名

教科担任氏名 川埜 絹子 使用教科書 実教出版 家庭総合

人が生きるために、人間らしい生活とは何を食べ何を着てどう住まうか、どのよう
な家族や地域をつくっていくか、そしてそれらに社会がどのように関係し、地球規

科目の目標 模での環境問題や生活課題がどうつながっているのかを学び、自分の生活を自分で
デザインできる力をつけます。２１世紀に生きる私たちは持続可能な社会をつくる
ために、職業と生活のよりよいバランス、身近な生活問題と社会的な課題との関係
を学び、一人ひとりの暮らしを大切にする実践的な態度を育てます。

評価の観点 趣 旨 配 分

人が生きるために家族、家庭、こども、高齢者、障害のある人との
関心・意欲・態度 かかわりと福祉、消費生活、衣食住などに関心を持ち、その充実向 ２５％

上を目指して主体的に取り組み、実践的な態度を身につけます。

思考・判断 身近な生活課題を見つけ出し、その解決を目指して思考を深め、 ２５％
適切に判断し、創意工夫する力を身につけます。

技能・表現 家族、家庭、子ども、高齢者とのかかわり、福祉、消費生活、 ２５％
衣食住等に関する技術を総合的に身につけます。

知識・理解 家族、家庭、子ども、高齢者との関わりと福祉、消費生活、衣食住 ２５％
などに関する知識を総合的に身につけます。

月 時間数 学 習 内 容 関・意・態 思・判 技・表 知・理 評価方法

４月 ４ｈ １ 生活をつくる 観察
１）衣生活をつくる
①人と衣服のかかわり ○ ○ ○ ○ レポート

５月 １０ｈ ②衣服の機能 観察
○ ○ ○ ○

③衣服の素材を見てみよう レポート
④衣服の管理

６月 ８ｈ 被服製作の基本 観察
実習

巾着つくり ○ ○ ○ ○ レポート
① 手縫いの方法
② ミシンの使用方法 実習の評価

７月 ４ｈ ③ 印付け ・裁断 ・ 縫製 観察
○ ○ ○ ○

実習の評価

８月 ４ｈ ④ 巾着の完成 観察
○ ○ ○ ○

レポート
作品
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月 時間数 学 習 内 容 関・意・態 思・判 技・表 知・理 評価方法

９月 ７ｈ 前期末考査 観察
レポート

エプロン製作 ○ ○ ○ ○ 小テスト
① 裁断 練習問題
②まち針の使い方
しつけの仕方

1 0 10ｈ ③ミシン縫いの仕方 観察
月 ④アイロンのかけかた ○ ○ ○ ○

レポート

1 1 ６ｈ ⑤エプロンの完成 観察
月

２ 消費者として自立する ○ ○ ○ ○ レポート
１）消費行動を考える 作品
①消費行動と意志決定

1 2 ２ｈ 調理実習（パーティ用） 観察
月 ○ ○ ○ ○ レポート

１月 ４ｈ ②社会の変化と消費生活 観察
○ ○ ○ ○

③消費者の権利と責任 レポート

２月 ７ｈ ２）経済的に自立する 観察
①経済の仕組みを知る ○ ○ ○ ○ 小テスト
②ライフステージと経済計画 練習問題
学年末考査

レポート

３月 ４ｈ 編み物実習 観察
手編みマフラー ○ ○ ○ ○

作品


